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暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
る
令
和
５
年
度
の
定
時
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
新
た
に
理
事
長
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
川
部
政
彦
で
す
。
立
場
は
こ
れ
ま
で
と
異
な
り
ま
す
が
、
セ
ン
タ
ー
事
業
に
対
す
る

熱
い
思
い
は
、こ
れ
ま
で
と
同
様
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

さ
て
、
５
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
定
時
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
全
て
の
議
案
が
皆
様

方
の
慎
重
な
る
審
議
を
経
て
、
無
事
に
可
決
さ
れ
、
令
和
５
年
度
の
事
業
が
本
格
的
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
、
約
３
年
間
に
わ
た
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
に
よ
る
行
動
制
限

も
よ
う
や
く
緩
和
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
前
の
生
活
様
式
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

社
会
経
済
状
況
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
も
こ
れ
を
好
機
に
捉
え
、
会
員
拡
大
や
契
約
件
数
の
増
加

に
努
め
、
魅
力
あ
る
セ
ン
タ
ー
づ
く
り
を
一
層
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
、
さ
ら

に
は
向
上
に
努
め
て
い
た
だ
く
な
ど
、
引
き
続
き
、
ご
尽
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

今
後
、
確
実
に
進
展
い
た
し
ま
す
「
少
子
超
高
齢
化
時
代
」
に
お
い
て
は
、
会
員
皆

様
の
ご
活
躍
い
た
だ
け
る
機
会
が
増
加
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
お
り
、
皆
様
が
こ
れ

ま
で
に
培
わ
れ
ま
し
た
豊
富
な
知
識
や
経
験
な
ど
を
フ
ル
に
活
か
し
て
い
た
だ
き
、
今

後
と
も
地
域
社
会
で
ご
活
躍
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
当
セ
ン
タ
ー
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
多
種
多
様
な
職
場
の
確
保
に
努
め
、
会
員
の
皆
様
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
疾
病
予
防
の
対
策
に
留
意

し
な
が
ら
、
健
康
増
進
に
日
々
努
め
ら
れ
、
安
全
・
安
心
な
就
業
に
心
が
け
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
よ
り
安
定
し
た
セ
ン
タ
ー
事
業
運
営
を
推
し
進
め
る
た
め
に
、
一
人
で

も
多
く
の
お
仲
間
を
集
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

理
事
長

川

部

政

彦

新
理
事
長
あ
い
さ
つ

開

会
令
和
５
年
５
月
27
日
（
土
）
午
後
２
時
か

ら
、
守
口
市
文
化
セ
ン
タ
ー
エ
ナ
ジ
ー
ホ
ー

ル
で
、
令
和
５
年
度
定
時
総
会
が
、
宇
田
育

子
会
員
の
司
会
進
行
の
下
、
当
セ
ン
タ
ー
の

名
誉
理
事
長
の
瀬
野
憲
一
守
口
市
長
、
同
顧

問
の
小
鍛
冶
宗
親
守
口
市
議
会
議
長
を
は
じ

め
、
各
種
団
体
等
の
ご
来
賓
を
お
迎
え
し
、

４
年
ぶ
り
に
大
規
模
な
形
式
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

（
人
見
繁

理
事
長
あ
い
さ
つ
）

少
子
高
齢
化
社
会
の
中
、
我
が
国
の
経
済

の
活
力
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
高
齢

者
が
働
く
意
欲
と
能
力
の
あ
る
限
り
働
き
続

け
ら
れ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

が
必
要
で
あ
り
、
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者

が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
能
力
や
経
験
を
活

か
し
、
生
涯
現
役
社
会
の
実
現
を
目
指
し
た

取
り
組
み
を
進
め
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
当
セ
ン
タ
ー

の
会
員
数
は
、
1
，
1
3
3
人
と
な
り
、
５

年
連
続
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
５
年

度
の
会
員
数
の
目
標
は
、
1
，
3
7
0
人
と

し
て
お
り
、
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
に
は
、

先
ず
は
、
会
員
の
皆
様
が
、
セ
ン
タ
ー
に
入

会
し
て
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
こ

と
が
最
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
新
た
な
就
業
機
会
を
確

保
し
、
よ
り
多
く
の
会
員
の
皆
様
が
就
労
を

通
じ
て
、
社
会
参
加
、
健
康
増
進
、
生
き
が

い
の
充
実
に
繋
が
る
こ
と
を
経
験
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
、
新
た
な
会
員
の
入
会
促
進
に

繋
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
年
度
も
役
・
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
セ

ン
タ
ー
事
業
を
推
進
し
ま
す
の
で
、
会
員
の

皆
様
は
も
と
よ
り
関
係
各
位
の
ご
指
導
・
ご

協
力
を
引
き
続
き
お
願
い
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気

で
、
安
全
に
も
十
分
留
意
さ
れ
、
ご
活
躍
い

た
だ
き
ま
す
よ
う

心
か
ら
ご
祈
念
し
開
会

の
挨
拶
と
し
ま
す
。

（
セ
ン
タ
ー
在
会
十
年
表
彰
と
退
任
役
員
へ

の
感
謝
状
贈
呈
）

セ
ン
タ
ー
在
会
十
年
表
彰
者
の
52
人
を
代

表
し
て
、清

水
勇
会
員

が
表
彰
さ

れ
、
ま
た
、

退
任
役
員

感
謝
状
受

領
者
の
８

人
を
代
表

し
て
、平
嶺

公
会
員
が

感
謝
状
を

受
け
と
ら

れ
ま
し
た
。

（
名
誉
理
事
長
瀬
野
憲
一
守
口
市
長
祝
辞
）

今
年
の
４
月
23
日
に
市
長
に
就
任
し
、
こ

れ
か
ら
の
４
年
間
し
っ
か
り
と
守
口
市
発
展

の
た
め
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
５
年
度

定
時
総
会

４
年
ぶ
り
に
エ
ナ
ジ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る



本
日
は
、
守
口
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
令
和
５
年
度
の
定
時
総
会
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祝
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
人
見
理
事
長
様
を
は
じ
め
、
セ
ン

タ
ー
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
守
口
市
政

の
発
展
の
た
め
、
様
々
な
方
面
で
お
力
添
え

を
い
た
だ
き
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
今
、
高
齢
者
問
題
も
複
雑
・
多
様
化
を

し
て
い
る
中
、
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
方
が
、
高

齢
者
の
持
た
れ
る
豊
富
な
経
験
と
そ
し
て
知

識
、ま
た
、確
か
な
技
術
を
こ
の
地
域
の
方
々

に
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
は
、
こ

れ
は
守
口
市
に
と
り
ま
し
て
も
、
本
当
に
心

強
い
限
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
も
高
齢
者
の
方
々
が
、
い
つ
ま
で
も

健
康
で
、
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら

も
引
き
続
き
、
お
力
添
え
を
お
願
い
す
る
と

と
も
に
、
市
政
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
守
口
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
今
後
、
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
、
そ
し

て
本
日
お
集
ま
り
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ま

す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
顧
問
小
鍛
冶
宗
親
守
口
市
議
会
議
長
祝
辞
）

皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
市
議
会
活
動
に
対

し
ま
し
て
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
、
令
和
５
年
度
定
時
総
会
を
迎
え
ら

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
役
員
並

び
に
関
係
各
位
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
る
も

の
と
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
元
気
な
高
齢
者
と
し
て
経
済
社

会
の
担
い
手
と
な
り
、
更
に
活
躍
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
長

年
培
っ
て
こ
ら
れ
た
豊
富
な
知
識
や
技
能
、

さ
ら
に
尊
い
経
験
を
活
か
し
、
高
齢
者
が
生

き
が
い
、
働
き
甲
斐
を
実
感
で
き
る
環
境
を

作
る
こ
と
は
、
大
変
に
重
要
で
、
意
義
あ
る

こ
と
と
存
じ
ま
す
。

私
ど
も
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
生

涯
現
役
社
会
の
環
境
づ
く
り
に
寄
与
さ
れ
て

い
る
貴
セ
ン
タ
ー
を
、
今
後
と
も
応
援
し
て

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

結
び
に
、
守
口
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
皆
様
の

ご
健
勝
・
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

（
議
案
審
議
前
手
続
）

総
会
の
議
長
に
、
佐
々
木
智
明
会
員
が

選
出
さ
れ
、
続
い
て
事
務
局
か
ら
資
格
審

査
（
会
員
総
数

1
，
1
5
6
人
、
出
席
者

数

7
3
1
人
う
ち
委
任
状
等
提
出
者
数

5
6
0
人
）
が
報
告
さ
れ
、
定
款
第
18
条
に

よ
り
総
会
の
成
立
を
宣
言
し
、
議
事
録
署
名

人
に
大
西
和
彦
理
事
、
半
田
廣
美
理
事
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

（
報
告
）

報
告
第
１
号
『
令
和
４
年
度
収
支
補
正
予

算
に
つ
い
て
』

（
議
案
審
議
）

第
１
号
議
案
『
令
和
４
年
度

事
業
報
告

の
承
認
に
つ
い
て
』

第
２
号
議
案
『
令
和
４
年
度

決
算
報
告

の
承
認
及
び
監
査
報
告
に
つ
い
て
』

第
３
号
議
案
『
令
和
５
年
度
・
６
年
度
の

理
事
・
監
事
の
選
任
に
つ
い
て
』

（
報
告
）

第
２
号
報
告
『
令
和
５
年
度
事
業
計
画
及

び
収
支
予
算
に
つ
い
て
』

以
上
、
３
議
案
は
、
原
案
通
り
可
決
・
承

認
さ
れ
、
ま
た
、
２
つ
の
報
告
を
行
っ
た
後
、

議
長
が
降
壇
し
、
最
後
に
三
浦
儀
寛
副
理
事

長
の
閉
会
の
辞
を
も
っ
て
、
定
時
総
会
は
終

了
し
ま
し
た
。

（
大
阪
府
守
口
警
察
署
講
演
）

総
会
終
了
後
、
大
阪
府
守
口
警
察
署
生
活

安
全
課
、
防
犯
係
長
を
お
招
き
し
、「
還
付

金
詐
欺
の
手
口

そ
の
時
あ
な
た
は
ど
う
す

る
」
と
題
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
第
2
2
5
回
理
事
会
）

第
３
号
議
案
で
承
認
さ
れ
た
理
事
並
び
に

監
事
は
、
第
2
2
5
回
理
事
会
を
開
催
し
、

理
事
長
、
副
理
事
長
及
び
常
務
理
事
を
選
出

し
ま
し
た
。

（
新
理
事
長
・
副
理
事
長
・
常
務
理
事
の
報
告
）

エ
ナ
ジ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
新
理
事
長

に
川
部
政
彦
氏
、
新
副
理
事
長
に
砂
原
廣
治

氏
、
常
務
理
事
に
多
田
昌
生
氏
が
選
任
さ
れ

た
こ
と
を
報
告
し
、
代
表
し
て
川
部
理
事
長

が
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

参
加
者
全
員
で
大
抽
選
会
を
行
い
、
終
了

し
ま
し
た
。

理
事
長

川

部

政

彦

副
理
事
長

砂

原

廣

治

常
務
理
事

多

田

昌

生

理

事

大

西

和

彦

理

事

佐
々
木

智

明

理

事

田

中

敏

明

理

事

谷

口

素

子

理

事

鳥

野

洋

司

理

事

半

田

廣

美

理

事

日

高

郁

子

理

事

森

田

玲

子

理

事

渡

邉

岩

雄

監

事

神

原

隆

雄

監

事

井

上

良

一

理
事
監
事
紹
介



守　口
279名

三　郷
344名

庭窪西
235名

庭窪東
294名

庭窪東11班
滝本　勲

庭窪東21班
藤瀬　克巳

庭窪東31班
松本　貞子

庭窪東41班
吉田　千秋

庭窪東51班
山脇　利己

庭窪東61班
秦岡　容子

庭窪東71班
上松　康弘

庭窪東81班
亀井　啓美

庭窪東91班
広阪　修

庭窪東101班
片岡　幹夫

庭窪東111班
玉井　四郎

庭窪東121班
宅間　髙夫

庭窪東131班
野口　忠義

庭窪東141班
楠田　浩一

庭窪東151班
村田　健二

庭窪東161班
澁川　道男

庭窪東171班
古﨑　博巳

三郷11班
北方　正治

三郷21班
榎原　多久美

三郷31班
堀田　吉男

三郷41班
田中　正一

三郷51班
黒﨑　雄一

三郷61班
中野　和義

三郷71班
田上　みなえ

三郷81班
伊東　満男

三郷91班
大谷　生男

三郷101班
小川　しづ子

三郷111班
松本　皓子

三郷121班
成尾　晴代

三郷131班
田中　敏明

三郷141班
谷　正幸

三郷151班
田中　一代

三郷161班
広田　寔

三郷171班
毛利　正人

三郷181班
吉原　節夫

三郷191班
大森　義和

三郷201班
上野　琢三

庭窪東ブロック

三郷ブロック

毎月、配分金明細
書や事務局だより
をお届けしていま
すよ



守　口
279名

三　郷
344名

庭窪西
235名

庭窪東
294名

令和５年７月１日現在

■■■■■■■■地域班長さん紹介

庭窪西11班
楠本　傳

庭窪西21班
筒井　公一

庭窪西31班
川口　喜徳

庭窪西41班
小森　敏伸

庭窪西51班
馬場　七重

庭窪西61班
久保　昌子

庭窪西71班
野口　美子

庭窪西81班
渡部　耕栄

庭窪西91班
追分　英司

庭窪西111班
大原　雅男

守口11班
高橋　福己

守口12班
伊藤　政廣

守口21班
土井　信行

守口22班
鍋嶋　辰子

守口31班
吉野　博己

守口41班
長井　一正

守口51班
山下　清子

守口61班
浅田　勉

守口71班
浦田　泰子

守口81班
財津　輝子

守口91班
中越　明美

庭窪西ブロック

三郷ブロック

守口ブロック

事務局からの連
絡のお手紙など
も配っています

毎月、配分金明細
書や事務局だより
をお届けしていま
すよ

事務局からの
配達物の引取り日が
決まっているのでお
天気が気になるなぁ



三
重
県
熊
野
市

守
口
11
班

山
口

久
文

三
重
県
熊
野
市
で
す
。

熊
野
川
の
上
流
で
夏
に
な
れ
ば
鮎
、
ウ
ナ
ギ
が
た
く

さ
ん
獲
れ
ま
し
た
。

海
は
少
し
離
れ
て
い
ま
し
た
が
、
熊
野
灘
か
ら
波
が

打
ち
付
け
、
延
々
と

続
く
碁
石
浜
。

い
つ
帰
っ
て
も
雄

大
な
海
に
感
動
し
ま

す
。熊

野
花
火
大
会
は

こ
こ
の
海
上
で
ド
ド

ド
ー
ン
‼

島
根
県
隠
岐
の
島
町守

口
12
班

中
西

信
子

故
郷
、
隠
岐
の
島
は
生
ま
れ
故
郷
で
は
な
く
、
疎
開

を
し
て
、
そ
の
後
過
ご
し
た
故
郷
。

そ
の
故
郷
を
後
に
し
て
半
世
紀
。
馬
車
や
馬
が
走
っ

て
い
た
道
は
、
今
で
は
農
道
ま
で
が
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
。

豊
か
な
山
の
景
観
も

消
滅
し
嘆
く
が
、
故

郷
に
残
る
友
の
生
活

が
便
利
に
な
る
と
考

え
よ
う
。
時
代
は
変

わ
る
。
自
然
豊
か
な

故
郷
を
瞼
の
裏
に
焼

き
付
け
て
、
今
を
生

き
よ
う
。

和
歌
山
県
那
智
勝
浦
町

守
口
22
班

汐
崎

俊
夫

写
真
は
郷
里
で
あ
る
那
智
勝
浦
町
（
マ
グ
ロ
と
温

泉
、
熊
野
古

道
の
町
）
に

於
け
る
、
平

安
期
の
上
皇

ら
貴
族
た
ち

の
「
熊
野
御

行
幸
」
行
列

を
再
現
し
た

平
安
絵
巻
イ

ベ
ン
ト
。
約

二
百
名
が
時

代
装
束
を
ま

と
い
、
熊
野

古
道
「
大
門

坂
」（
入
口

に
樹
齢
約

八
百
年
の
夫

婦
杉
）、熊
野
那
智
大
社
、西
国
一
番
札
所
「
青
岸
渡
寺
」、

三
重
の
塔
、
那
智
大
滝
を
巡
り
ま
す
。
定
年
に
な
る
ま

で
見
学
で
き
な
か
っ
た
私
が
狙
っ
た
「
夫
婦
杉
」
の
思

い
出
の
１
枚
で
す
。

長
崎
県
島
原
半
島

守
口
22
班

相
川

勇

小
中
高
と
過
ご
し
た
学
び
舎
の
窓
、
カ
ー
テ
ン
を
開

く
と
毎
朝
黒
煙
を
吐
い
て
行
き
来
す
る
貨
物
船
（
三
池

炭
鉱
か
ら
石
炭
を
運
ぶ
運
搬
船
）
が
望
め
ま
し
た
。
ご

存
じ
有
明
海
を
南
に
後
楯
は
雲
仙
岳
の
美
し
い
山
並
み
、

私
は
そ
ん
な
風
光
明
媚
で
年
中
暖
か
い
島
原
半
島
の
一

角
で
生
後
18
年
を
過
ご
し
ま
し
た
。

特
に
思
い
出
に
残
る
言
葉
は
ガ
ン
バ
（
フ
グ
料
理
）。

死
を
覚
悟
し
、
棺
桶
を
用
意
し
て
ま
で
食
す
る
猛
毒
持

ち
の
高
級
魚
を
日
々
口
に
で
き
た
こ
と
で
す
。
今
は
故

郷
で
も
、"
づ
ぼ

ら
や
"
で
も
高
価

で
食
で
き
な
い
か

も
。そ

れ
に
隠
れ
キ

リ
シ
タ
ン
の
聖
地

と
い
わ
れ
、
多
く

の
史
跡
文
化
が
残

る
南
島
原
市
、
道

路
脇
か
ら
で
も
モ

ウ
モ
ウ
と
白
煙
を

噴
き
上
げ
て
い
る

観
光
地
、
雲
仙
温

泉
。
長
崎
新
幹
線

も
西
へ
と
開
通
し

―
故
郷
の
思
い
出
―

テ
ー
マ

熊野灘に面する獅子岩

ろうそく島熊野御行幸

雲仙温泉



ま
し
た
の
で
、
皆
様
、
ぜ
ひ
一
度
足
を
伸
ば
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。（
雲
仙
観
光
協
会
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
笑
））

福
岡
県
福
津
市

庭
窪
西
111
班

小
田

憲
二

私
の
故
郷
は
九
州
福
岡
で
、
博
多
と
北
九
州
市
の
間

で
玄
界
灘
に
近
く
海
水
浴
、
魚
釣
り
を
し
、
家
の
前
に

は
高
さ
三
百
メ
ー
ト

ル
の
山
が
あ
り
、
山

で
は
山
菜
取
り
や
山

イ
チ
ゴ
や
く
だ
も
の

を
採
り
、
田
植
え
・

稲
刈
り
と
家
業
の
手

伝
い
で
毎
日
外
を
飛

び
ま
わ
っ
て
い
た
学

生
（
青
春
時
代
）
で

し
た
。
高
校
卒
業
後
、

大
阪
に
出
て
き
て
早

56
年
。
70
歳
で
職
人

を
辞
め
、
田
舎
へ
帰

り
、
畑
で
野
菜
を
作

ろ
う
と
思
っ
た
矢
先

に
コ
ロ
ナ
が
起
こ
り
ま
し
た
。田
舎
の
実
家
か
ら
は「
大

阪
は
患
者
が
多
い
の
で
帰
っ
て
く
る
な
」
と
言
わ
れ
、

自
重
し
、
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。
体
が
鈍
ら
な
い
よ
う

に
健
康
の
た
め
に
と
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
元
気
で
す
の
で
何
か
人
様
の
お
役
に

立
て
る
こ
と
で
「
恩
返
し
の
人
生
を
！
」
と
。

徳
島
県
勝
浦
町

庭
窪
西
71
班

戸
田

喜
一

徳
島
県
勝
浦
町
。
今
で
は
三
万
体
以
上
の
雛
人
形
を

飾
る
「
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
」
で
有
名
に
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
の
頃
は
徳
島
み
か
ん
の
生
産
も
盛
ん
で
し
た
が
、

今
で
は
家
族
や
近
所
で
助
け
合
い
な
が
ら
の
収
穫
で

す
。
山
深
く
、
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
、
サ
ル
が
友
達
を
訪

ね
る
よ
う
に
庭
に
や
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り
、
び
っ
く

り
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。
山
の
恩
恵
は
水
。
水

道
は
山
の
水
を
ひ
き
、
出
し
っ
ぱ
な
し
。
夏
の
ス
イ
カ

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
野
菜
や
果
物
の
天
然
冷
蔵
庫

（
冷
！
）。
勝
浦
川
で
は
ホ
タ
ル
が
飛
び
、
夏
に
は
ア

ユ
釣
り
。
本

当
に
自
然
が

豊
か
な
所
で

す
。
田
舎
暮

ら
し
体
験
な

ど
も
あ
る
の

で
の
ん
び
り
、

ぼ
~
っ
と
過

ご
し
に
行
っ

て
み
て
下
さ

い
。
こ
の
３

年
、
コ
ロ
ナ

が
流
行
し
た

た
め
帰
省
で

き
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
夏
は
帰
る
ぞ
！

シ
ル
バ
ー
に
入
っ
て
20
年
弱
。
人
と
の
つ
な
が
り
が

宝
物
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
分
県
竹
田
市

庭
窪
東
141
班

渡
邉

岩
雄

コ
ロ
ナ
禍
で
７
年
ぶ
り
に
墓
参
り
と
旅
行
で
帰
省
し

て
き
ま
し
た
。

大
分
は
、
日
本
一
の
湯
量
を
誇
る
別
府
温
泉
は
じ
め

湯
布
院
温
泉
な
ど
以
外
に
も
町
単
位
で
公
営
の
温
泉
が

あ
り
温
泉
好
き
に
は
た
ま
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

竹
田
市
の
岡
城
址
は
、
城
跡
日
本
一
に
選
ば
れ
、
断

崖
絶
壁
の
立
地
は「
難
攻
不
落
」の
城
で
滝
廉
太
郎「
荒

城
の
月
」
の
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

豊
後
大
野
市
の
原
尻
の
滝
は
、
日
本
の
滝
百
選
に
選

ば
れ
、
九
万
年
前
に
起
き
た
阿
蘇
山
の
大
噴
火
の
大
火

砕
流
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
、
の
ど
か
な
田
園
地
帯
に

突
如
滝
が
出
現
す
る
と
い
う
珍
し
い
滝
で
す
。
滝
の
前

に
つ
り
橋
が
あ
り
、
滝
を
正
面
か
ら
み
る
こ
と
が
で
き
、

下
に
降
り
る
と
滝
し
ぶ
き
を
感
じ
な
が
ら
大
迫
力
の
光

景
を
堪
能
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
大
分
に
一
度
足
を
運
ば
れ

ま
せ
ん
か
。

玄界灘

ビッグひな祭り

岡城址

原尻の滝



当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
目
的
に
賛
同
し
、
事
業
発
展
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

（
順
不
同
）

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

賛
助
会
員

【　法　　　人　】

【　個　　　人　】

セ
ン
タ
ー
各
職
群
班
で
ブ
ー
ス
出
展
。

体
験
や
バ
ザ
ー
、
展
示
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

を
守
口
市
駅
前
の
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ス
ク

ウ
ェ
ア
に
て
開
催
。

セ
ン
タ
ー
の
活
動
紹
介
や
仕
事
の
案

内
・
相
談
な
ど
、
会
員
は
も
と
よ
り
会
員

以
外
の
方
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
普
及
啓
発
を
行

う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

●
事
務
局
前
無
人
販
売
（
常
設
）

50
円
か
ら
販
売
し
て
い
ま
す
。

●
穫
れ
た
て
野
菜
の
販
売
（
不
定
期
）

今
ま
で
ネ
ギ
・
玉
ね
ぎ
・
じ
ゃ
が
い
も
・

白
菜
・
大
根
等
の
販
売
実
績
あ
り

事
務
局
前
販
売
会

（
不
定
期

月
に
１
回
程
度
）

不
定
期
開
催
に
関
し
て
は
日
時
が
決
ま

り
次
第
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

事
務
局
で
の
教
室
を
再
開
し
ま
し
た
。

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
の
定
時
総
会
が
コ
ロ
ナ
の
第
５
類
移

行
に
伴
い
、
４
年
ぶ
り
に
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
閉
会
後
に
は
お
楽
し
み
抽
選
会
も
行

わ
れ
、
和
気
あ
い
あ
い
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

又
、
今
回
よ
り
広
報
委
員
や
事
務
局
サ
イ
ド

の
顔
ぶ
れ
に
も
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
会
員
の
広
場
「
故
郷
の
思
い
出
」
に

多
く
の
投
稿
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
私
の
故
郷
は
隣
の
門
真
市
で
近
す
ぎ
ま
す

が
、
今
年
の
お
正
月
に
久
し
ぶ
り
に
青
春
時
代

を
過
ご
し
た
家
の
周
辺
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か

と
思
い
散
策
し
た
所
、
ま
っ
た
く
と
言
っ
て
よ

い
ほ
ど
面
影
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
た

だ
神
社
だ
け
が
昔
の
ま
ま
で
、
き
ら
び
や
か
な

地
車
や
勇
壮
な
太
鼓
枠
、
楽
し
い
夜
店
に
母
が

着
せ
て
く
れ
た
浴
衣
の
思
い
出
が
蘇
っ
て
き
ま

し
た
。

昔
は
友
人
た
ち
と
旅
行
・
麻
雀
・
映
画
な
ど

で
グ
ル
ー
プ
分
け
、
今
は
高
血
圧
・
糖
尿
病
・

前
立
腺
肥
大
な
ど
で
グ
ル
ー
プ
分
け
、
ク
ヨ
ク

ヨ
し
て
も
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
明
る
く
元
気
に

笑
い
飛
ば
し
て
生
き
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
編
集
後
記
担
当

冨
山
）

広
報
委
員
会

委

員

長

渡
邉

岩
雄

副
委
員
長

森
田

玲
子

委　
　
　

員

浅
田
　
　
勉

委　
　
　

員

安
達

容
子

委　
　
　

員

木
村

憲
廣

委　
　
　

員

冨
山

好
美

社
会
福
祉
法
人
来
迎
寺
学
園

株
式
会
社
山
本
製
作
所

山
岡
金
属
工
業
株
式
会
社

社
会
福
祉
法
人
守
口
市
社
会
福
祉
協
議
会

守
口
門
真
商
工
会
議
所

株
式
会
社
宮
本
ハ
ウ
ジ
ン
グ

株
式
会
社
マ
サ
キ

一
般
財
団
法
人
日
本
老
人
福
祉
財
団
大
阪
ゆ
う
ゆ
う
の
里

株
式
会
社
ト
ー
ク
テ
ィ
守
口

株
式
会
社
ｄ
ｉ
ｘ-

ｓ
ｅ
ｐ
ｔ

砂
原
鍼
灸
院

学
校
法
人
津
嶋
学
園
認
定
こ
ど
も
園
三
郷
幼
稚
園

さ
ら
や
あ
す
な
ろ
医
院

近
畿
刃
物
工
業
株
式
会
社

共
栄
工
業
株
式
会
社

大
阪
国
際
大
和
田
幼
稚
園

株
式
会
社
井
上
設
備
工
業

植
田
土
地
建
物
有
限
会
社

株
式
会
社
い
た
や
酒
店

株
式
会
社
鴻
進
テ
ッ
ク

安
藤　
　

直

稲
葉

太
郎

井
上　
　

弘

石
井

カ
ヨ

木
村

逸
郎

小
橋

鈴
代

佐
藤

貞
子

白
石

フ
ミ
ノ

白
井

美
念
子

住
吉

考
男

立
川

昭
四
郎

中
園

典
子

南
部

泰
巳

野
口　
　

仁

萬
代

昌
子

山
﨑

道
雄

令
和
５
年
度

今
後
の
予
定

10
月
21
日（
土
）

　
　
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア

現
在

行
っ
て
い
る
活
動

４
年
ぶ
り
の
開
催
‼

も
の
づ
く
り
班

パ
ソ
コ
ン
班

園
芸
班




